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【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/175    (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月28日(2016.7.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、インク収容室内にインクを充填するためのインク充填装置およびインク充填
方法に関するものである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明のインク充填装置は、インク収容室と、前記インク収容室内のインクを外部に供
給するためのインク供給口と、前記インク収容室内を大気に連通させる連通口と、を備え
るインクタンクに対してインクを充填するインク充填装置であって、前記連通口を通して
前記インク収容室内を所定圧力まで減圧する減圧手段と、前記インク供給口から前記イン
ク収容室内にインクを充填する充填手段と、前記インクの飽和水蒸気圧が前記所定圧力よ
りも低くなるように前記インク収容室内に連通する空間内に存在するインクを冷却するた
めの冷却手段と、を備えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インク収容室と、前記インク収容室内のインクを外部に供給するためのインク供給口と
、前記インク収容室内を大気に連通させる連通口と、を備えるインクタンクに対してイン
クを充填するインク充填装置であって、
　前記連通口を通して前記インク収容室内を所定圧力まで減圧する減圧手段と、
　前記インク供給口から前記インク収容室内にインクを充填する充填手段と、
　前記インクの飽和水蒸気圧が前記所定圧力よりも低くなるように前記インク収容室内に
連通する空間内に存在するインクを冷却するための冷却手段と、
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　を備えることを特徴とするインク充填装置。
【請求項２】
　前記充填手段は、インク供給路を通して前記インク供給口から前記インク収容室内にイ
ンクを充填し、
　前記冷却手段は、前記インク収容室内と共に減圧される前記インク供給路の部分に存在
するインクを冷却する請求項１に記載のインク充填装置。
【請求項３】
　前記冷却手段は、前記空間を形成する部材に向かって当該部材を冷却するための液体を
噴射する液体噴射部を備える請求項１または２に記載のインク充填装置。
【請求項４】
　前記液体噴射部は、前記部材を収容して減圧される減圧室内に液体を噴射する請求項３
に記載のインク充填装置。
【請求項５】
　前記減圧室は、前記減圧手段によって減圧される請求項４に記載のインク充填装置。
【請求項６】
　前記部材は、表面に起伏部が設けられている請求項３から５のいずれかに記載のインク
充填装置。
【請求項７】
　前記起伏部は、螺旋状の突起である請求項６に記載のインク充填装置。
【請求項８】
　前記部材は、表面が多孔質形状である請求項３から５のいずれかに記載のインク充填装
置。
【請求項９】
　前記インク収容室は負圧発生部材を備えている請求項１から８のいずれかに記載のイン
ク充填装置。
【請求項１０】
　インク収容室と、前記インク収容室内のインクを外部に供給するためのインク供給口と
、前記インク収容室内を大気に連通させる連通口と、を備えるインクタンクに対してイン
クを充填するインク充填方法であって、
　前記連通口を通して前記インク収容室内を所定圧力まで減圧する減圧工程と、
　前記減圧工程によって前記インク収容室内が減圧された後に、前記インク供給口から前
記インク収容室内にインクを充填する充填工程と、
　前記減圧工程の前に、前記インクの飽和水蒸気圧が前記所定圧力よりも低くなるように
前記インク収容室内に連通する空間内に存在するインクを冷却する冷却工程と、
　を含むことを特徴とするインク充填方法。
【請求項１１】
　前記減圧工程は、負圧発生源から負圧を導入することにより前記インク収容室内を減圧
し、
　前記冷却工程において、前記空間を形成する部材を収容して減圧される減圧室内に、気
化熱によって前記部材を冷却するための液体を噴射し、かつ前記減圧工程の実施時以外の
ときに前記負圧発生源から前記減圧室内に負圧を導入する請求項１０に記載のインク充填
方法。
【請求項１２】
　第１のインクタンクに対して前記減圧工程および充填工程を実施した後に、第２のイン
クタンクに対して前記減圧工程および充填工程を実施し、
　前記冷却工程は、少なくとも前記第２のインクタンクに対する前記減圧工程の前までに
、前記第１のインクタンクに対する前記充填工程によって前記空間内に残されたインクを
冷却する請求項１０または１１に記載のインク充填方法。
【請求項１３】
　前記インク収容室は負圧発生部材を備えている請求項１０から１２のいずれかに記載の
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インク充填方法。


	header
	written-amendment

